
10

さらなる成長へ向けて

コスモ石油グループは、2011年3月の東日本大震災および2012年6月のアスファルト漏洩事故により、
主力工場である千葉製油所が長期間稼働を停止し、それにより財務体質の悪化を余儀なくされました。
こうした状況にあってコスモ石油グループは、製油所の安全操業こそ最重要な収益基盤であるとの認識のもとに、
千葉製油所を中心として、製油所の安全操業に向けてさまざまな変革活動を実施しています。
これにより石油精製販売事業の収益改善を実現し、持続的成長を図ります。

　2012年度は、安全管理の向上のため、製油所の安全環
境部門の体制を再構築しました。これまで各製油所に設
置されていた「安全環境室」を、防災・安全管理の推進と指
導をする「安全推進課」と、保安・環境法令の遵守および
環境管理を推進する「安全環境課」に分け、2課体制としま
した。さらにこの2課を統括する安全環境担当副所長を新
たに置き、安全管理体制の強化を図っています。

　コスモ石油グループ製油所部門は、2006年から「チェン
ジ21活動」を推進し不安全不具合の撲滅に取り組んでき
ましたが、千葉製油所で事故が発生するなど、安全目標を
達成できませんでした。そこで、製油所の安全確保は経営
上の最重要課題との認識に立ち、社長を委員長とした「製
油所安全改革委員会」を2013年3月に設立しました。同委
員会を軸に、製油所の安全施策の進捗や評価・見直しなど
PDCA＊のマネジメントをしっかり実行し、安全操業・安
定供給の実現をめざしています。

コスモ石油では、2011年３月の
東日本大震災および2012年６
月のアスファルト漏洩事故によ
り、主力工場である千葉製油所
が長期間の稼働停止を余儀なく
されました。その間、四日市、
堺、坂出製油所での増産を維持
しつつ、千葉製油所の復旧と安
全管理体制の整備を進めてきま
した。

千葉製油所
再稼働への道のり

東日本大震災を契機に、コス
モ石油千葉製油所（千葉県市
原市）のLPG貯蔵設備にて火
災・爆発が発生。市原市消防
局と協力して消火活動に努
め、3月21日に鎮火しました。

社外有識者を含めた事故調査委員会を設置しました。

事故調査委員会の結果も踏まえ、LPG貯蔵設備の安
全かつ効率的な復旧をめざしました。

事故の状況・原因および再発防止策（①安全総点検活
動、②緊急異常時の対応能力、③再発防止策の進捗
管理および水平展開）をまとめ、事故調査委員会を解
散しました。

大規模地震の発生後、火災が
発生したとの想定で訓練を
実施。近隣企業や監督官庁と
の連携・伝達の確認、および
近隣住民に向けた広報活動
訓練も行うなど、総勢300人
で取り組みました。

3月11日
東日本大震災発生

4月1日
事故調査委員会を設置

4月5日
千葉製油所復旧委員会を設置

8月2日
事故調査完了

10月／12月
防災訓練実施
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特集 

1 [製油所の安全・安定操業]

製油所の安全管理体制を変革 製油所安全改革委員会を設立

委員：関連部長・製油
所長・工場長など
オブザーバー：監査役

委員長：社長
副委員長：リスクマネジメントユニット担当役員・
供給ビジネスユニット担当役員

製油所長・工場長より安全活動の進捗状況等について報告

千葉製油所 四日市製油所 堺製油所 坂出製油所 運転管理・人材育成ワーキンググループ

保全管理ワーキンググループ

安全管理ワーキンググループ

コスモ松山石油（株）

製油所安全改革委員会
各安全活動に対する指示・指導

各ワーキンググループより
施策の有効性や水平展開等
の結果について報告

＊PDCA：Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改善）の4段階を繰り返すことによって業務を継続的に改善します。
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　コスモ石油グループでは、製油所の安全操業・安定供給
を実現するために、ハード・ソフト両面での取り組みを進め
ています。ハード面では製油所設備の補修・保全を強化し、
なかでも千葉製油所には280億円を投じてリニューアルプ
ランを実行します。より広範囲に設備を補修・更新するこ
とで、全体的な経年劣化を改善し、長期的な安全性を確保
します。
　ソフト面では現場力の向上と法令遵守をテーマに、安全
PDCAの徹底に取り組んでいます。外部コンサルティング
企業や安全専門家の支援のもと、2011年度～2012年度
の事故を検証し、業務プロセスの再構築を図っています。

● パトロールで設備の危険個所などを指
摘し、対策の実施を確認

● 補修、更新が必要な設備等について計
画的に実施

● 設備の健全性確認および設備の信頼
性を確保するための取り組み（重点点
検）を実施

● 危害予防規程などの特別規程につい
て、全所員に教育を実施

● 外部講師による保安教育を全所員に
実施

● 市原市消防局にも参加していただき、
大規模災害を想定した訓練を実施

● ヒヤリ案件に対しリスク評価を行い対
応（ヒヤリカモシレ活動）

● 作業前に危険源を把握した上で作業を
実施（危険予知活動）

● 非定常作業は作業手順や危険要因を周
知徹底して作業を実施

全社一丸となって復旧に取り組
み、保安検査等を受けた結果、
一部石油精製装置が稼働を再
開。その他の石油精製装置につ
いても、安全確保を徹底した上
で順次保安検査等を受け、稼働
再開へ向けて準備を進めました。

原油から石油製品の生産を再
開しました。

外部の学識経験者および
関係機関の方々を含めた
事故調査委員会を設置し
ました。

事故の状況・原因および
再発防止策（アスファルト
タンクの保全・運用の管
理強化）をまとめ、事故調
査委員会を解散しました。

第２常圧蒸留装置の安全
操業に努めるとともに、安
全確保を徹底した上で、完
全復旧をめざしました。

第2常圧蒸留装置の定期
整備による停止に伴い、第
1常圧蒸留装置で原油処
理を開始しました。

タンク外へアスファルトが漏洩、
うち一部が海上へ流出しまし
た。オイルフェンスを展張する
など拡散防止策を講じた上で
回収作業を進めました。

第2常圧蒸留装置の定期
整備が終了し、すでに稼
働している第1常圧蒸留装
置と合わせた2基体制で
稼働を再開しました。
東日本大震災前と同様の
原油処理が可能となり、
代替供給コストの解消と
輸出再開による収益増が
期待されます。

1月12日
一部の石油精製装置が
稼働

3月30日
第２常圧蒸留装置が稼働

7月10日
事故調査委員会を
設置

9月13日
事故調査完了

1月30日
第2常圧蒸留装置が
再稼働

5月10日
第１常圧蒸留装置が
再稼働

6月28日
タンクより
アスファルト漏洩

7月24日

2基体制
再開

20132012

千葉製油所をリニューアルし、長期的に安全性を高める

リスク
アセスメント

安全教育と
訓練

設備等に
関する
取り組み

千葉製油所の安全管理活動

定期整備工事の安全大会を実施

千葉製油所は秋季定期整備工事における安全目標の再確認を目的として、
2012年10月、現場安全大会を実施しました。コスモ石油だけでなく、協力
会社とともに「安全作業」「ゼロ災害」に対する意識を強化する機会となりま
した。（写真左／千葉製油所所長・大滝勝久　右／安全大会の様子）


